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（写真）WikiCommons “露大型車メーカーKAMAZ ベネズエラで自動車組み立て工場を建設か” 

 

 

２０２４年１１月８日（金曜） 

 

政 治                     

「野党 クリスマスを前に政治犯の解放求める 

～カプリレス元知事 マドゥロ政権に協議要請～」 

「与党 過激派のトランプ新政権への接近に警戒」 

経 済                     

「PDV Holdings 競売 Elliott 社が提案を変更 

～応札額を７３億ドルから５３億ドルに減額～」 

「MMC Hyundai 新モデル Acento 販売を開始」 

「エビなど海産物の中国向け輸出が増加」 

社 会                     

「月の稼ぎ３００ドル以下は１６９０万人」 

24 年 11 月 9-10 日（土・日） 

 

政 治                    

「ゴンサレス候補 メディアからの批判に遺憾」 

「バレラ議員 MCM 氏の国内資産没収を提案」 

経 済                    

「ペトロ大統領 Monómeros の民営化に反対 

～マドゥロ政権に売却の再考求める姿勢～」 

「露企業 KAMAZ ベネズエラ自動車市場参入か 

～中型バス等の国内組み立てで覚書締結～」 

「１～９月 医薬品販売が前年同期比３９％増」 

社 会                    

「大学職員 低賃金で７５％は移住を希望」 
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２０２４年１１月８日（金曜）             

政 治                       

「野党 クリスマスを前に政治犯の解放求める     

 ～カプリレス元知事 マドゥロ政権に協議要請～」       

 

１１月８日 「第一正義党（PJ）」は、マドゥロ政権に

対して PJ に所属する政治家３４名およびその他政治犯

約１８００名の即時解放を要求する声明を発表した。 

 

声明にて PJ は自身の政党について「ベネズエラ国内で

２番目に大きな野党政党であり、最も政治犯が多い政党」

と指摘。 

 

スリア州の州都マラカイボ市の Rafael Ramírez Colina

前市長、人権活動家の肩書を持つ Javier Tarazona 氏、

軍部専門家の Rocío San Miguel 氏らの名前を挙げた。 

 

また、１１月８日に野党のリーダーであるマリア・コリ

ナ・マチャド氏（以下、MCM）は、「米州キリスト教民

主主義団体（ODCA）」の人権賞を受賞。同団体が主催

する「米州自由フォーラム」で登壇し、ラテンアメリカ

の各国政府に対してラテンアメリカ全土で拘束されて

いる政治犯３５００人超の解放を要請した。 

 

他、抗議行動に参加したことで拘束された一般市民の家

族らも解放を求めて最高裁の前で抗議行動を実施。自身

の家族の恩赦を求めた。 

 

エンリケ・カプリレス元ミランダ州知事は、政治犯の解

放のための協議をタレク・ウィリアム・サアブ検事総長

に対して要請する書面を公開した。 

 

カプリレス元知事は、 

「政治犯の解放にとってポジティブな動きは支持され

るべきだ」「特に若年層は現政権のひどい仕打ちに苦し

んでいる」 

「これまで通り憲法・法律・人権を守るために活動しな

ければいけない」「政府の活動に異議を示すことは犯罪

ではない」「全ての政治犯は解放されるべきだ」と訴え

た。 

 

 

（写真）エンリケ・カプリレス元知事 X 

 

政治犯解放を求める動きはクリスマスを念頭に置いた

ものと思われる。 

 

過去の経験から、マドゥロ政権はクリスマスを前に恩赦

を出し、政治犯を解放する傾向がある。 

今年もクリスマス前に恩赦を求める動きが水面下で動

くと思われる。 
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「与党 過激派のトランプ新政権への接近に警戒」         

 

１１月８日 マドゥロ大統領は、トランプ氏の当選につ

いて言及。国民に対して冷静と平穏を求めた。 

 

「今週は米国で選挙が行われた」「当選した大統領（ト

ランプ候補）が今後の方針を定めるために彼に時間を与

えなければいけない」 

「ベネズエラを攻撃するために、多くの人がトランプに

接近を試みていることを知っている」「我々は落ち着き、

気を引き締めて、鉄の精神を持つ必要がある」 

「私はベネズエラ国民に対して伝えたい」「彼らに期待

するのではなく、自分自身で解決することを期待しなけ

ればいけない」とコメントした。 

 

 

（写真）大統領府 

 

経 済                        

「PDV Holdings 競売 Elliott 社が提案を変更     

 ～応札額を７３億ドルから５３億ドルに減額～」           

 

CITGO の持ち株会社「PDV Holdings」の競売は、米国

投資ファンド「Elliott Investment Management」傘下の

「Amber Energy」が暫定的に落札した（「ベネズエラ・

トゥデイ No.1122」）。 

 

落札金額は７２億８６００万ドルと報じられている。 

 

 

本件について、「Bloomberg」は、Amber Energy が当初

の応札額を５３億ドルに下方修正したと報じた。つまり、

応札額を２０億ドル減らしたことになる。 

 

この提案は債権者との交渉を受けた提案のようで、「減

らした２０億ドルは、競売プロセス終了後に Amber 

Energy から債権者に直接支払う」という内容のようだ。 

 

「Bloomberg」によると、Amber Energy の提案を受け

て、米デラウエア州裁判所は、新たな応札を受け入れる

期間を設けることになるようだ。 

 

もし、別の企業の応札が受け入れられた場合、Amber 

Energy は落札の権利を辞退する見返りとして落札額の

３％を受け取る権利があるという。 

 

「Barclays Plc」によると、この競売に関係する債権者の

９６％が何らかの反対意見を示しているという。ベネズ

エラ政府（野党）も競売結果に反対の意思を示しており、

競売の成立は一筋縄ではいかないようだ。 

 

今回の提案で債権回収をめぐる問題が解決するかどう

かは分からない。 

 

「MMC Hyundai 新モデル Accento 販売を開始」                  

 

「Hyundai Venezuela 」は、ベネズエラで新モデル

「Hyundai Accent 2025」の販売を開始した。 

 

Hyundai 車を販売する「MMC Automotriz」の Alfredo 

Orán 社長は、 

「Accent は我々の顧客の期待を超えるだろう」 

「この車は、ダイナミックなデザイン、大胆な技術、突

出した燃費を兼ね備えている」「ベネズエラ国民から信

頼を受けている Hyundai 品質を代表する最高レベルの

進化といえるだろう」とコメントしている。 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/dadafc884b84cc5d005e242462fd1293.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/dadafc884b84cc5d005e242462fd1293.pdf
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最初の Accent は１９９４年に販売が開始された。 

当時はベネズエラのアンソアテギ州バルセロナで組み

立てられていたが、2014 年に組み立てが停止。Accent

の新モデルはインドで組み立てられるという。 

 

自動ブレーキシステム、Android Auto、Apple CarPlay

に連動した映像画面、Bluetooth、USB などと連動可能、

バックカメラなど最新技術を搭載している。 

 

新車販売価格は３．２万～３．５万ドル。 

Hyundai Venezuela は全国に２０の販売代理店を有し

ており、初期費用の５０％を融資可能（２４カ月払い）

だという。３年あるいは１２．５万キロ保証が付いてい

る。 

 

 

（写真）Ultimas Noticias 

“Hyundai Accent 2025 のお披露目をする 

MMC の Orán 社長” 

 

 

 

 

 

 

 

「エビなど海産物の中国向け輸出が増加」                  

 

ベネズエラの漁業関係企業６４社が中国向け輸出拡大

を目的に、上海で開催された「中国国際輸入フェア

（CIIE2024）」に参加した。 

 

同フェアに参加した Juan Carlos Loyo 漁業養殖相は、ベ

ネズエラの中国向け海産物輸出の現状について、「２０

２４年第３四半期の中国向け輸出は２倍に増加した」と

説明した（金額は明言していない）。 

 

ベネズエラから輸出される主要な海産物は、「エビ」「太

刀魚」「青カニ」「タコ」「オオニベ」「鯛」など。 

 

特にエビの輸出に力を入れている。 

同じく CIIE2024 に参加した「西部エビ生産者連合

（Asoproco）」の Fernando Villamizar 代表は、 

「エビの生産量はこの数年で２．５万トンから６万トン

に増加した」「２０３０年には６０万トンにすることを

目標にしている」「また、生産の６０％を中国向けにす

ることを目標にしている」と言及した。 

 

 
（写真）漁業養殖省 “CIIE2024 の様子” 
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社 会                        

「月の稼ぎ３００ドル以下は１６９０万人」           

 

「 Ecoanalitica 」 は 、 経済 フ ォ ー ラ ム 「 Perspectivas 

Económicas 2025（2025 年の経済見通し）」を開催。 

 

ベネズエラ国民の給料水準について、１６９０万人が月

３００ドル以下であり、これらの人について「生活を営

む上で最低限の給料を得ることが出来ていないグルー

プ」と指摘した。 

 

また、月の稼ぎが３００～６００ドルは３５２万人、 

６００～１０００ドルは８８万人、 

１０００ドル超は６６万人とした。 

 

また、稼ぎは地域によっても大きく異なる。 

Ecoanalitica のアスドゥルバル・オリベロス氏は 

「カラカス首都区、ミランダ州、タチラ州国境労働者、

ポルトゥゲサ州の農業生産者、アンソアテギ州の精製従

事者は比較的高い給料をもらっている」と指摘している。 

 

２０２４年１１月９日～１０日（土曜・日曜）              

政 治                       

「ゴンサレス候補 メディアからの批判に遺憾」        

 

この数週間、野党側の動きが現地メディアではほとんど

報じられていない。 

 

政治犯の解放を求める要請はしているが、目に見える形

でのアクションは無く、存在感は急激に縮小している。 

 

野党の活動がメディアで報じられていない理由の１つ

として、「ゴンサレス候補がメディアのインタビューを

拒否しているため」と報じられている。 

 

 

スペイン系メディア「ABC」は、多くの外国メディア（そ

の多くはスペイン語圏）がゴンサレス氏にインタビュー

の申し出を行っているが、申し出は断られており、ゴン

サレス氏は電話にも出ないと報じた。 

 

一部の野党活動家も「インタビューを中止された」とゴ

ンサレス候補に否定的な投稿をしている。 

 

これらの報道について、ゴンサレス候補は 

「メディアによるネガティブキャンペーンを残念に思

っている」「私は自身の役割である国際関連の職務に注

力している」「加えて、私は私自身が受けている政府に

よる迫害から身を守る必要がある」「これは私のためだ

けではなく、私に票を投じた数百万人のためでもある」

と反論した。 

 

 

（写真）エドムンド・ゴンサレス候補 X 

 

「バレラ議員 MCM 氏の国内資産没収を提案」           

 

与党議員イリス・バレラ氏は、「国営放送（VTV）」のイ

ンタビュー番組に出演。 

 

複数の法律を違反した MCM 氏を処罰する必要性を強

調。「彼女がベネズエラ国内に所有する資産を没収する

べき」と提案した。 

 

「大っぴらに国家に対して仇を成す行動をとっている

人がいる」「どうして彼らがこの国で所有権を維持して

いられるだろうか？」「MCM 氏が住居を持ち、会社を

持っていることを受け入れてはいけない」 
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「彼女だけではない」「レオポルド・ロペスもアントニ

オ・レデスマもベネズエラで家を所有している」「ラフ

ァエル・ラミレスもルイス・オルテガもベネズエラに資

産を残している」「彼らの資産はベネズエラ国家が没収

しなければいけない」 

との見解を示した。 

 

経 済                       

「ペトロ大統領 Monómeros の民営化に反対     

   ～マドゥロ政権に売却の再考求める姿勢～」            

 

コロンビア系メディア「El Colombiano」は、コロンビ

アのグスタボ・ペトロ大統領が、マドゥロ大統領に対し

て、「Monómeros」を民間企業へ売却する案に反対する

趣旨の書簡を送ったと報じた。 

 

Monómeros は、コロンビアのバランキージャにある肥

料（尿素）製造会社。ベネズエラの石油化学公社

「Pequiven」がコロンビアに保有する会社であり、実質

的にベネズエラ政府系の企業である。 

 

マドゥロ大統領に国内生産工業相に任命されたアレッ

クス・サアブ氏は、Monómeros を民間企業に売却する

ことを検討している。 

 

この検討は、トランプ候補の当選を受けて、現実味を帯

びていると噂されており、サアブ国内生産工業相は

Monómeros を３億ドルで売却しようとしていると報じ

られている。 

 

１期目のトランプ政権はグアイド暫定大統領をベネズ

エラの大統領と認識し、諸外国にも同様の外交姿勢を求

めた。コロンビアもグアイド暫定政権をベネズエラ政府

と認識したため、Monómeros のコントロールが野党側

に渡り、野党主導で売却先の検討が進められていた。 

 

 

2 期目のトランプ政権でも同様の顛末が懸念されるた

め、マドゥロ政権がコントロールしている間に売却を進

めたいという考えだろう。 

 

し か し 、 こ の 検 討 に つ い て 、 ペ ト ロ 大 統 領 は

「Monómeros はコロンビア・ベネズエラの農家の農業

活動にとって不可欠な企業であり、農産品を公正な価格

で販売するために重要な会社」と指摘。 

 

「Monómeros が民営化されることでコロンビアの農業

活動が停滞する懸念がある」「加えて、農家が外国の農

業資材を購入しなければならなくなる懸念がある」「自

国の農業安全保障にとって脅威になり得る」 

との見解を示し、マドゥロ政権に対して Monómeros 民

営化の再考を求めた。 

 

 

（写真）El Colombiano 
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「露企業 KAMAZ ベネズエラ自動車市場参入か    

  ～中型バス等の国内組み立てで覚書締結～」         

 

ロシア系メディア「Sputnik」は、ロシアの重量級トラッ

クメーカー「KAMAZ」がベネズエラにバス・トラック

の組み立て工場を設立すると報じた。 

 

KAMAZ のベネズエラ進出には、「J.C. Internacional 

2004 C.A.」というベネズエラの企業が関与していると

いう。 

 

KAMAZ の Serguéi Kogoguin 統括ダイレクターは、「２

００９年～１９年にかけて南米で開催されたダカール

ラリーにて、多くの大会で優勝した」「南米では知名度

の高いブランドで今回の覚書は新たな道を開くもの」 

との見解を示したという。 

 

Sputnik によると、KAMAZ と J.C. Internacional 2004 

C.A.が覚書を締結したのは１１月７日＠カラカス。 

 

合意内容として「双方は、ベネズエラにおいて、KAMAZ

のシャーシを使用した特殊車両とバスを組立キットで

組み立てるプロジェクトを立ち上げることに関心があ

る」と書かれているようだ。 

 

具体的な車種として、中型バス、積載量２０トンのティ

ッパーなどが挙がっているが数量などは不明だという。 

 

「１～９月 医薬品販売が前年同期比３９％増」         

 

２０２４年のベネズエラ経済は比較的好調とされてい

るが、中でも医薬品業界は好調な業種の１つとされてい

る。 

 

 

 

 

「医薬品工業商工会（Cifar）」は、２０２４年１～９月

の医薬品業界の売り上げについて、前年同期比３９％増

と発表した。 

 

２０２４年１～９月の医薬品販売数量は２億２６５１

万個で、前年同期の１億６２０２万個から３９％超の増

加になる。 

 

また、Cifar によると、２４年９月は２，２１５万個の

医薬品を市場に供給したという。昨年９月は１，８８２

万個だったので１７％増ということになる。 

 

ただし、Cifar は、現在の医薬品業界の工場稼働率につ

いて４８％と指摘。生産増加の余地はまだ大きいとして

いる。 

 

社 会                       

「大学職員 低賃金で７５％は移住を希望」                  

 

「自由権利社会開発連合（Liddes）」の Laura Linares 代

表は、ベネズエラの大学関係者（教授・事務員など）の

給料は極めて低く、生活可能な状況にないと指摘。 

 

低すぎる給料を理由に、これまで多くの大学関係者が仕

事を辞めており、残っている人も日常の会話として「自

身が会社を辞めるかどうか」の話をしているという。 

 

また、「７５％の大学関係者が今後１２カ月以内に仕事

を辞めたいと考えている」と指摘。大学関係者の給料を

引き上げる必要性を訴えた。 

 

以上 


